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64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

4070401379

法人名 医療法人　北愛会　

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 認知症の重度化・身体機能の低下が当ホームでみられ、グループホームでの重度化防止が大
きな課題となっています。5ｋのこころ（感謝の心・謙虚の心・共感の心・気づきの心・心くばり）を
大切にもち、五感を使って良く観察し、報告・連絡・相談・確認を機能させ、早めの対応を心掛け
ています。又、身体機能等の低下等から長距離の外出レクリエーションが難しい日が有ります
が、近隣への散歩や食事・おやつ作り・園芸等を入居者様と一緒に行い、入居者様に食事を喜
んで頂いています。医療面では、同一敷地内の老健には常時、看護師が配置されており、緊急
時の連絡体制等も確立されています。多様化する疾患に対応できる体制が構成されており、入
居者様が安心して生活して頂ける環境が出来ていると思います。

事業所名 グループホーム　さくらんぼ

〒802-0022　福岡県北九州市小倉北区上富野３丁目１７番１号　　℡ 093-541-0314

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

所在地

自己評価作成日 平成２９年１０月１７日評価結果確定日平成２９年０７月３０日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「さくらんぼ」は、認知症高齢者が、住み慣れた地域の中で安心して暮らせるよう開設された、１ユニッ
トのグループホームである。広い敷地内で四季を感じる事の出来る散歩コースと東屋を設置し、心や
すまる環境である。母体医療法人への地域住民の信頼が高く、理事長の往診や併設施設看護師と、
介護職員との連携による安心の医療体制が整い、看取りの支援にも取り組んでいる。「食」を大切に
考え、調理専門の職員による美味しい食事の提供と、一緒に食べる職員との会話、おやつ作りへの
挑戦は、利用者の生き生きとした暮らしに繋がり、家族の安心と大きな信頼を得ている。どんなことで
も職員に投げかけて決定する管理者のリーダーシップにより、職員が一つにまとまり、レベルの高い
チーム介護に取り組んでいる。また、運営推進会議を通して地域のニーズに応え、少しずつ地域に根
付いた活動を行い、高齢者が住みやすい環境作りの貢献に取り組む「グループホーム さくらんぼ」で
ある。

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

59

4. ほとんどない

訪問調査日

58

平成２９年１０月０３日

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会











ターミナルケアについての方針等は契約時に説明を行い同
意を得ている。電話や面会時に逐一状態報告・経過報告等を
行い、家族との情報共有を図ることを指針としている。医療的
な処置が必要になった場合は家族へ主治医と管理者から十
分な説明を行い、家族の意向に沿ってケアを行うようにしてい
る。24時間医師及び看護師との連携体制は整っており、重度
化や見取りに関する指針はチーム全員で把握している。

協力医療機関を確保し、入院時はすぐに情報等を提供できる
よう添書又は基本情報等を準備している。入院中は地域連携
室を通して家族との情報共有を図り、退院時は円滑にホーム
へ戻って頂けるよう退院計画を具体化し環境整備にも努めて
いる。入院時は出来る限り職員が面会に行き、状態の把握や
退院された際の環境変化等の影響を少しでも小さくする為の
働きかけを行っている。



毎朝、職員と共に衣服の選択をし、整髪等はご自身で出来る
方は行って頂いているが、職員の介助にて行う方は、ご本人
の意向に出来る限り沿うように、鏡などでご本人に確認して
頂き、表情等にて満足度を図るようにしている。又、定期的に
各入居者の足・手の爪を切り、身だしなみやおしゃれを支援し
ている。

法人内の管理栄養士等の指導の下、食事メニューを作成し
ている。各入居者の状態に合った食事形態や疾病等に対応
した食事を提供している。調理時等の家事活動には個々の
ADL状況や認知症の状態に合わせ、できる時は職員と一緒
に行って頂いている。しかし認知症の重度化や身体機能の低
下等により以前に比べ活動が減少傾向であるが、引き続き
各入居者の力が存分に発揮できるよう努めている。

日常生活上、様々な場面で自己選択を行って頂くことができ
るよう声掛け・関わりに配慮している。認知症が重度化し意思
の表出が困難な入居者様が増えてきた中、出来る限りご本
人の意思に近い選択を各職員が行えるよう日々、情報収集
に努めている。自己選択しにくい事柄等は数種類の中から取
捨選択できるよう提案し自己決定を促す環境を構築してい
る。

入居前には必ずどのような生活又は暮らしを送ってきたのか
等、趣味嗜好も合わせてご本人又はご家族へ聞き取りを行っ
ている。又、生活スタイルや考えをきちんと尊重できるよう入
居前に職員間情報共有の場を設けており、各入居者様の生
活が我慢の連続にならないよう気を付け、安心して生活を
送って頂けるよう努めている。

法人内で防災委員を設置しており、法人全体で避難訓練及
び消火・通報訓練を行っている。又さくらんぼ独自にも夜間想
定の避難及び通報訓練を実施している。火災予防の為、予
防チェックリストにて毎日点検を行うと共に、定期的にコンセ
ント等の清掃を行っている。スタッフルームにはマニュアルや
避難経路図を掲示し、災害時に備え、非常持ち出し袋を準備
しており定期的に中身の確認を行っている。

各入居者の生活歴や習慣を把握し、今まで送ってきた習慣
等を出来る限り尊重し、無理に事業所のリズムに合わすこと
がないよう努めている。又、各入居者の考えや思考を尊重す
る声掛けや関わりを行うことが出来るよう接遇面にも配慮して
いる。又、施設全体の接遇マニュアルも有り、各自の意識を
高めるようにしている。個人記録の保管等は取扱いや収納場
所も徹底しており、全職員は秘密保持について周知し契約書
もとっている。

急変時、事故発生時のマニュアルとAED使用マニュアルを1階・2
階の職員が目につく場所に掲示している。AEDは日勤及び夜勤
帯でもすぐに使用できる場所に設置している。法人全体の内部研
修時に消防士を招いた救命救急の研修や急変時・事故発生時の
流れを想定した訓練、心肺停止時の対応やAEDを使用した実践
演習等を行っている。又、応急手当や初期対応についても併設
施設の医師や看護師から学んでおり、処置方法や疑問点等があ
る際は、医療連携体制の看護師に尋ね、職員全員で共有し実践
に役立てている。
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